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論文内容の要旨
本論文は無線通信系におけるディジタルFM波の誤り率に関して，学位申請者が大阪大学大学院工
学研究科(通信工学専攻)在学中に行った研究成果をまとめたものである。
ディジタルFM検波雑音の解析を一般的に行うと共に， 2 重FM変調，フェージング，干渉波，な
ど無線通信系での主要問題下における誤り率特性を明らかにしている口以下各章に沿って論文要旨を
まとめてゆく。
第 1 章の序論では，通常のFM無線通信系によるディジタル情報伝送の意義を述べ，合せてこの分
野における従来の研究概要を述べ本研究の学会における位置を明確にしている。
第 2 章では，振幅制限器・周波数弁別器・積分放電フィルタからなるディジタルFM検波器の基本
的な出力特性について論じている。すなわち出力雑音として，パルス状のクリック雑音と連続的なラ
ンダム雑音の両方の影響を考慮して誤り率特性を与えている。
第 3 章では，ディジタルFM変調されたいくつかの副搬送波で 1 つの主搬送波を FM変調する 2 重
FM変調系の出力特性の解析を行っている。すなわち最終段(副搬送波用)のFM検波器m出力雑音
特性を明らかにし，入力搬送波対雑音電力比，変調指数，などの種々のパラメータによって誤り率の
評価を行っている。
第 4 章は，フェージング環境下でのディジタルFM通信系の誤り率特性を論じたものであり，フェ
ージング統計としては代表的なレイリ一分布をも含む一般的な m 分布を用いている。またダイパーシ
ティ技術による誤り率の改善効果についても明らかにし，定量的，定性的にその有用性を強調してい
る口
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第 5 章は，ディジタルFMi皮に対する干渉波の影響を誤り率の観点から論じたものである。すなわ
ち信号波に比べて 1 ピット以内の任意の時間遅れをもっ十分小さな干渉波が雑音と共に信号波に加わ
った場合の誤り率の劣化と，干渉波の大きさ，時間遅れ，位相，などとの関連を明らかにしている。
第 6 章は，干渉波がない場合とある場合について行った実験結果をまとめたものであり，理論結果
との良好な一致を得ている。
第 7 章は結論で，本論文全体にわたる結論的な記述を行っている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， FM検波器を使用したディジタル無線通信系について論じたものであって，得られた成
果を要約すると次のようである。
(1) クリック雑音とランダム雑音の両者による誤りの発生について考察し，誤り率特性を与えてい
る。
(2) 二重FM変調を行った場合について，変調指数などのパラメ l タによる誤り率の変化を明らか
にしている。
(3) 無線通信系に生じるフェージングによる誤り率特性の変化を明らかにし，その特性をダイバー
シティによって改善する方式の有用性を示している。
(4) 干渉波が雑音とともに，入力信号波に加えられたときの誤り率の劣化特性を解析し，また，実
草食によって， そのE里Z命{直を石在めている。
以上のように本研究は，最近実用化の傾向にある FMディジタル無線通信方式における出力信号の
誤り率の諸特性を理論的に明らかにするとともに，干渉波の影響については実験によりその成果を確
めているものであって，通信工学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価{直あるものと認.める。
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